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い
く
ら
か
き
れ
い
に
な
っ
た
ハ
マ
の
空

横
浜
市
で
は
、
公
害
対
策
に
い
も
早
く
と
り
組
み
、
大
手
工
場
と

の
間
で
公
害
防
止
協
定
を
結
び
、
法
律
の
基
準
以
上
の
厳
し
い
対

策
を
実
施
さ
せ
る
横
浜
方
式
に
よ
っ
て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
ま

た
、
大
気
汚
染
防
止
法
・
県
公
害
防
止
条
例
に
よ
る
規
制
・
指
導

も
強
化
さ
れ
、
降
下
ば
い
じ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
減
少
し

（
図
|
7
4
）
、
大
気
汚
染
の
主
役
と
さ
れ
て
き
た
い
お
う
酸
化
物
の

大
気
中
の
濃
度
も
、
全
市
的
に
低
下
し
て
き
て
い
る
（
図
－
7
5
・

7
6
）
。
し
か
し
、
窒
素
酸
化
物
・
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
・
一
酸
化
炭
素

等
の
汚
染
物
質
は
、
ま
だ
環
境
基
準
を
上
回
る
地
点
も
あ
り
（
図

－
7
7
）
、
ま
た
、
大
気
汚
染
に
起
因
す
る
ぜ
ん
息
等
の
公
害
病
患

者
も
四
十
八
年
度
末
で
、
四
二
七
名
に
達
し
（
図
－
7
8
）
、
大
気

汚
染
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中

で
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
、
い
わ
ゆ
る
五
十
一
年
度
規
制
の
完
全
実

施
を
他
の
都
市
と
共
に
国
に
対
し
て
強
く
求
め
、
横
浜
に
す
み
き

っ
た
青
空
を
と
り
戻
す
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

図一74　降下ばいじん量の推移図一75　いおう酸化物排出量の推移

　　　(重油から排出するものについてのみ)



図一76　いおう酸化物等濃度線図（PbO2法）

図一78　公害病認定患者数の都市比較

　　　(昭和48年度末現在)

図一77　大気汚染の状況
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ま
だ
汚
れ
て
い
る
河
川

下
水
道
の
完
成
し
て
い
る
区
域
の
河
川
は
、
浄
化
の
ぎ
ざ
し
が
見

え
て
い
る
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
　
一
〇
Ｐ
Ｐ

Ｍ
の
臭
気
限
界
を
上
回
る
地
点
が
ほ
と
ん
ど
で
、
鶴
見
川
等
で
は

三
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
の
ひ
ど
い
汚
れ
を
示
す
と
こ
ろ
も
あ
り
、
市
内

河
川
は
汚
水
路
と
化
し
て
い
る
（
図
－
7
9
）
。
こ
う
し
た
河
川
の
汚

れ
は
、
急
激
に
増
加
し
て
い
る
家
庭
排
水
に
主
因
が
あ
り
（
図
－

8
0
）
、
下
水
道
の
早
期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
海
域
で
も
、

横
浜
港
沿
岸
な
ど
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
三
Ｐ
Ｐ

Ｍ
を
越
え
て
お
り
（
図
－
7
9
）
、
魚
が
す
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

で
は
な
い
。
横
浜
市
で
は
シ
ア
ン
・
水
銀
等
の
汚
染
へ
の
監
視
を

含
め
、
主
因
と
な
っ
て
い
る
工
場
排
水
（
図
－
8
0
）
の
処
理
施
設

の
設
置
、
工
場
に
対
す
る
立
入
検
査
等
の
規
制
を
強
め
て
い
る
。

横
浜
駅
周
辺
や
内
陸
の
一
部
の
激
し
い
地
盤
沈
下
へ
の
対
策
も
急

が
れ
る
（
図
|
8
1
）
。
市
民
か
ら
の
公
害
苦
情
も
、
四
十
七
年
で
八

二
九
件
に
の
ぼ
り
、
騒
音
、
悪
臭
へ
の
苦
情
が
多
い
（
図
－
8
2
）
。

図一79　川と海の汚濁状況水質汚濁の原因図一80

横
浜
の
一
〇
年
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図一81　地盤沈下量の経年変化

図一82　公害苦情件数の推移
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